
i金本

那須ヶ原山 (高田信男氏提供)

「交流から協働へ」

副会長 中島教芳

新年 あげましておめでとうございます。

今、甲賀市が開催しているまちづくり塾※1の受講生たちが、市内の人と人、地域と地

域をつなぐ思いに燃えています。大原自治振興会も同じ思いを共有したいと思います。

昨年、大久保、神、 棟野が3区すで ※2 (Thanks Day) と名付けて 3区同日開催の行事をスタンプラリー

で繋ぎました。外部へのPRもあって多くの参加・交流があり、協働事業の成果を感じました。このように

地域と地域が力を合わせ、更に大き芯力を発揮できるよう芯新しい枠組みでの取リ組みが、これからは必要

かと考えます。交流により、相異なる価値観を交わし学び合うことが出来、協働することによリ、単独では

不可能だ、ったことが可能に芯リ、より大き芯力 ・新しい価値を生み出すことが出来ます。

私たちは、まず可能芯ことから意欲的に取り組み、あえて難しいことにも挑戦し怠ければ、まちづくリは

出来芯いでしょう。そのためには、交流し、 更に協働することが必要で、す。大原自治振興会は、今年設立四

年目を迎えます。学区内の住民皆様の交流を更に深め、連携し協働して事に当たり学区内の課題や各自治区

共通の問題解決に果敢に取り組み、だれもが安心して暮らせるまちっく りを目指そうではありま世んか。

年頭に際し、本年が皆様にとって実り多く、健康で幸せ芯一年と芯リますよう、 lじから祈念いたします。

※1 :甲賀市市民憲章にある 『みん芯が、つくる住みよさと活気あふれる甲翼市1を実現するために、甲賀市のまちづく

リに関わってみようという人をふやしていく趣旨ではじめられた事業で、[甲賀まちづくリサロンJrぐるぐる甲

賀発見講座Jrわいわい甲賀楽交講座jがある。

※2 : 11月4日3区連携で、地元震産物販売、里山ウオークラリー、十一面観音菩薩特別拝観などが行われた。
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生活道路の安全点検
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防犯灯維持管理事業

防犯灯のLED交換を、 10月末までに各区より要望の

ありました18基について交換しました。

花いっぱい運動
みど り

11月4白神のコスモスまつり(主催:水・土・里守り隊)

に後援しました。当日、自治振興会としてはパネルセッ

ションをし、惰 一一一一一一一一ーー ー

報の発信と活

動のアピール

力、できました。

• 

12月 1日各自

治区等に紅白あ

わせ360株の葉

ボタンを配布し

ました。

これからの予定
1 防災事業…防災講演会と災害図上訓練 (DIG)を2月23日9時30分よりかふか生涯学習館において開催します。

学区全体の 1次避難所がわかるマップを作成します。

• 教育文化部会

人権の学び

10月12日甲賀市人権教育推進協議会甲賀支部との共

催で、中央公園集会所において栗東南の同和教育指導

員の金城ゆみ子さんを講師に、出身の岡市十里地区に

おける「十里子どもを守る会jの活動について自らの

体験を踏まえての講演をいただきま した。そのあと[部

落の歴史J(中世~江戸時

代)のビデオによる研修

をしました。38名の参加

者の中には[最近の研究

も含めた部落の深い歴史

を知りましたJとの感想

があり ました。

• 
子ども会野外活動

9月29日青少年大原

育成会と共催で、大原

小学校児 童23名と保

護者が神区の藤木地先

で自然観察指導員lこよ
リ、午前中はウオ ーク

ラリークイズ、生き物

探し、権萱採リや飯ご

う炊さん、午後からは

竹や草木を使った工作

をして楽しい一日を体

験し ました。参加の児

童からは「大変楽しかっ

たので、来年もしてほ

しいjとの声が多くあ

りました。

これからの予定
1 文化遺産等の調査とおらが町のPR・..告自治区の埋もれた文化遺産を郷土史会の支援をうけて調査中です。

2 人権の学び…1月29日大原小学校の参観日lこPTAと共催して、子どもの人権について悌教大学教育学部教授の原

清治さんをお迎えして [ネットいじめやいじめの実態とその背景jについて講演をいただく予定です。

3 大原小学校自然環境学習…3月4日大原財産区・ 大原貯水池土地改良区と共催して、 大原小学校6年生対象に卒

業記念植樹および、治山治水 ・大原夕、ム学習会が行われます。また、同日 4年生を対象にした椎葺植菌の体験学習

の予定もあります。



• 健康福祉部会 • 
遊園地遊具安全点検

専門業者による遊園地遊具安全点検結果を10月中旬

各区へ提示しました。指摘された箇所についての対処

は早急に告区でお願いします。

救命講習とAED器具の取扱

10月5日各自治区から29名の参加があリました。「よ

い体験に怠った。忘れ芯いうちに再受講したい。J1毎
年でも続けて受講機会が増えればよい。j等の意見が寄

せられました。

これからの予定

健康教室及びサロンスタッフ研修会
10月25日「笑いヨガjの講演と実践j去を原智恵さん

から教わりました。台風の影響力f心配されましたが42

名の参加がありました。「わずか芯時間でも気分がすっ

きり楽に芯った。J1家族にも伝え、日常生活に活かし

たい。J1グッパ一指折り芯ど頭の体操はサロンですぐ

使えそう。jとの

感想や、[多くの

人が受講できる

よう、各区へも巡

回して欲し い。j

芯どの意見をい

ただきました。

健康づくりウォーキング・1100万歩運動jは16才から最高89才の方々の申込

があリ、 50万歩目標者68名、 100万歩目標者73名の

141名が3月末までの達成に向け取り組んで、います0・10月27日[大原の歴史再発見散策ツアーjを地域振

興部会と共催。参加者64名は、 万歩近く歩きました。

1 認知症サポーター講習… 1月24日午後7時30分よリかi5，か生涯学習館において開催します。

2 サロン対象の健康と福祉関連備品の購入

• 地域振興部会

憩いの場整備事業

9月30日桜見物・魚、つり等住民の

憩いの場として親しまれている楳野

砂防夕、ム周辺の美化活動を楳野老人

クラブ会員35名の皆様の協力のも

と、草刈り、桜の木の枝打ち、雑木

の手入れ等実施しました。

これからの予定

• 
大原の歴史再発見散策ツアー

10月27日健康福祉部会と共催で、当日の参加は64
名。甲賀サスケクラブのストレッチ体操のあと、 大原

市場 (きつね塚遺跡・補陀楽寺・西宮神社跡)、高野(福

生寺・天満宮)、相模(林田騰九郎

碑)の文化財・遺跡を歩いて巡り、

告ポイントで[甲翼の郷観光ボラ

ンティアガイド会jの方から説明

を聞き、お昼には新米のおにぎリ

と猪鍋を昧わう芯ど、秋の一日を

満喫しました。参加者からは今後

も参加したい、新しい発見が出来

た等感想が寄せられました。

1 桜の木の管理事業…1月18日樹木医・西出稔さん (守山市)を招き、桜のてんぐ巣病研修を大鳥神社で開催します。

2 文化財整備事業…学区内の史跡や文化財を地元の人に知っていただくための案内看板を今年度は、神の悌性寺、

相模の林田騰九郎碑、高野の天満宮と高野城跡の4基を、2月頃設置します。
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区 )夏 糊!神 子ども広場

神区では、区内全体が子どもの育ちの場と怠ることを願い、子ども

と大人が互いに顔と名前が一致することを目指して、平成18年5月[か

むら子ども育ちの会Jを設立し活動しています。その一環として[重

休み神 子 ど も 広場Jがあります。第8回目と芯る今年は、重休み

中4回の子ども広場を開催しました。

自然環境学習 目

v土山町の田村川で水生生物の観察
企自主勉強(宿題等)と

[お好み焼きj作り

企グラウンドゴルフ体験

@G⑪0.G⑪0.0⑪ 0C1診0.0.0⑪ 0.0.0.

(機野区 )刻也の恵み太陽・わ 劃こ感謝

11月23日「新しい活力 機野よリ発信Jをスローガンに第13回農業祭を開催。

米俵による力自慢大会芯どが行われ、餅つきには行列が出来る程。深まリゆく秋を感じるオカリナの演奏もあり、

展示コーナーでは日頃の活動や手芸作品、販売コーナーには工コフアーム特製の地元産晶と一般農家の野菜の数々。
らくや さと

子ども達は大道芸に熱中、高齢者のふれあいサロン 『楳野の里』も開催され、老いも若きも大勢の参加で地域ぐる

み楽しい晩秋の一日と芯りました。芯お「甲賀工コフアームいちのjの多岐にわたる活動はすでに地区外にも知られ、

特に 『鈴鹿源流米』を原料にした米粉パンは、地元大豆のき芯粉入リ芯ど今や10種類もあり好評です。また毎年年

末には、地元産を原料にした手作りこんにゃくや町内業者に委託生産の豆腐芯どを販売し、地区の皆さんにも喜ん

編集後記

今回で(郷(さと)だよリJのシリーズは終了しました。記事を寄せていただきました各自治区の

関係者の皆様に感謝申し上げます。次回 3月発行からの新た芯シリ ーズを模索中です。興昧ある事柄

や提案等、 是非事務局までお寄せ下さい。


